
  

学     則 

  １ 研修の目的 

    介護に携わる者が、業務を遂行する上で最低限の知識・技術とそれを実践する際の考え方のプロセスを

身につけ、基本的な介護技術を行うことができるようにする。 

  ２ 研修の名称 

    社会福祉法人 勤医協福祉会 介護職員初任者研修（通信課程） 

  ３ 研修の要旨 

事業所の所在地 研修形態 修業年限 研修期間 定員(人) 受講料(円) 受講対象者 

札幌市 通信課程 8ヶ月 3ヶ月 ２０ 40,000 一般 

    ①研修会場は、「第２菊水ビル３階大会議室」（札幌市白石区菊水４条１丁目９番１号）とする。 

    ②受講料内訳 総額 40,000円（受講料＋テキスト代）税込 

内訳 32,876円（受講料）＋7,124円（テキスト代）税込 

    ③受講対象者は、満１８歳以上で、介護・福祉の仕事への就業を希望している者、又は介護・福祉への 

関心がある者とする。 

    ④スクーリングは指定された日程の昼間に開催する。 

  ４ 受講手続 

   (1) 募集時期 

     ・開講日の１４日前から募集し、３日前に締め切る。 

     ・募集方法は法人ホームページ（アドレス http://kin-fukushikai.jp/）及び関連法人（北海道勤労

者医療協会、北海道保健企画、北海道勤労者歯科医療協会、協立いつくしみの会、リヴィノールシ

ステム等）へ募集チラシを郵送し各病院・診療所の待合へ置いていただくことや職員へもお知らせ

いただく。 

     ・受講希望者に受講案内（学則含む）と受講申込書を送付する。 

     ・受講申込書の提出（郵送可）により手続きをおこなう。 

・受講料、テキスト代の納入が完了又は確約された者について受講決定とし、受講票の郵送をおこな

う。 

・研修初日に受講票を持参し、本人確認資料（運転免許証・健康保険証等）の原本確認をおこない、

写しを受講票とともに保管する。 

・実習先での利用者個人情報の取り扱いについて、別紙１「秘密保持誓約書」の提出をおこなう。 

   (2) 受講料納入方法 

     ・申込後、指定の期日までに法人が指定した金融機関に振り込んでいただく。 

     ・なお、研修の開始までに受講料が振り込まれない時には、受講を断る場合がある。 

   (3) 受講料返還方法 

     ・受講前（研修初日前日まで）については、当法人の都合により研修を中止した場合、受講料を返還

する。 

     ・受講前（研修初日前日まで）に本人より受講辞退の希望があった場合受講料を返還する。 

     ・研修開始後は、理由の如何を問わず、受講料は一切返還しない。 

   

 

 



５ カリキュラム 

    カリキュラムは、別紙２および別紙３のとおりとする。 

  ６ 主要テキスト 

    介護職員初任者研修テキスト（長寿社会開発センター）  

  ７ 修了認定 

(1)出欠の確認方法 

面接指導については、各科目（項目）の開始前に、出席簿により担当講師が確認する。 

実習時の出欠については、実習日誌の実習指導者欄の記載等により確認する。 

理由の如何にかかわらず原則、遅刻・早退は欠席とする。 

    (2)成績の認定方法 

   ・研修の修了は以下のⅠ～Ⅵをすべて満たしていることをもって、認定会議（講師陣会議）にて判断し、

修了証明書を発行する。 

    Ⅰ．面接授業をすべて受講していること。 

Ⅱ．欠席がある項目については、補講（次回開催コースで該当する項目の実施日に出席）により受講し 

ていること。（１度欠席すると、その後コース内の次ステップ（項目）に進むことができない。欠 

席項目以降すべての項目について次回開催コースでの受講となる。） 

Ⅲ．通信添削課題をすべて提出し、評価基準を満たしていること。 

Ⅳ．習得度評価について、評価基準を満たしていること。 

【習得度評価について】 

「こころとからだのしくみと生活支援技術」においては 

⑥整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

⑦移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

⑧食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

⑨入浴、清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

⑩排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

⑪睡眠に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

以上６項目について「介護技術チェックシート」を使用し、担当講師が演習の中で技術の習得度を

評価する。 

⑭総合生活支援技術については、演習での一連の流れを「介護技術チェックシート」を使用し、担

当講師が技術の習得度を評価する。 

「介護技術チェックシート」については個人得点表において５点を満点評価とし次のように評価する 

Ａ「基本的な介護（介助）が的確にできる」５～４点 

Ｂ「基本的な介護（介助）が概ねできる」３点 

Ｃ「技術が不十分」２点 

Ｄ「全くできない」１点、 

  評価においてＡ又はＢの評価がついている場合は一定のレベルに達している者とし、Ｃ又はＤの評

価がひとつでもついている者については補講を行い、到達目標に達するまで指導をおこない、再評

価をする。 

Ⅴ.修了評価筆記試験について 

 ・すべての面接授業、実習の終了後に１時間行う。 

 ・遅刻は原則認めない。試験開始後、５０分を経過するまでは途中退席は認めない。５０分経過後は



退席を認めるが、再入室は認めない。 

 ・評価は６割以上（６０点以上）の正答率をもって合格とする。６割以下（５９点以下）の場合は、

再試験をおこない、合格するまで実施する。 

Ⅵ．受講料・テキスト代に未納がないこと。 

(3)修了の認定方法 

修了評価筆記試験において、評価基準を満たしていること。 

 但し、筆記試験の合格基準を全体では、評価基準を満たしていても、著しく点数が低い科目（各科

目ごとで正答率が５割未満）である場合、個別補講を実施する。 

(4)修了証明書 

     ・修了が認定された者には、修了証明書を交付する。別紙４ 

     ・修了証明書の再発行については、「修了証明書再発行依頼書」を提出し、修了者名簿により修了者

であることの確認を行い、本人確認を受講申込時と同様の方法により行い、発行済みの修了証明書

と同一様式にて再発行をする。この場合には修了年月日の他に、再発行年月日を併記する。再発行

年月日は社会福祉法人勤医協福祉会保管の修了者名簿にも記載する。き損の場合には、発行済みの

修了証明書と引き換えとする。 

 ・氏名の変更による再発行は、受講生本人より「戸籍抄本」を提出してもらう。 

 ・再発行手数料は５００円（郵送料、用紙代、印刷及びラミネート加工料）とする。 

 ・手数料の支払は「郵便切手」にて「修了証明書再発行依頼書」とともに提出する。 

８ 補講の取り扱い 

 ・補講の実施は原則として当法人において実施する同カリキュラムの別コースの同じ項目を振替受講

とする。但し当法人において別に補講を開催することが可能な場合は指定日について受講可能とす

る。 

・研修の一部を欠席した者で、やむを得ない事情があると認められる者については、補講をおこなう。 

 ・補講の実施に関する費用は、無料とする。 

９ 退学規定 

     ・受講生が退学をしようとするときは、所定の退学届を提出すること。 

     ・受講生が次の行為を行ったときには、退学を命ずることがある 

      ア 性行不良で改善の見込みがないと認められるとき 

      イ 学力劣等で修了の見込みがないと認められるとき 

      ウ 正当な理由がなくして出席が常でない者 

      エ 研修の秩序を乱している者 

    １０ 講師 

     ・別紙「講師一覧」のとおりとする。 

    １１ 実習施設 

     ・別紙「実習施設一覧」のとおりとする。 

    １２ その他  

情報開示の方法 

     ・当法人ホームページ（アドレス http://kin-fukushikai.jp/） 

 

 

 



     受講生の個人情報の取り扱い 

    （１）法令の遵守 

       当法人は、事業の遂行において個人情報を取り扱う場合、個人情報の保護に関する個人情報保護 

法等の法令を遵守します。 

    （２）利用目的の特定 

       当法人は、個人情報を介護職員研修事業の目的のみに利用し、受講生本人の同意がある場合また 

は法令の定める場合を除き、目的外の利用をしません。 

    （３）適切な取得 

       当法人は、個人情報を法令にもとづき適正に取得します。 

    （４）安全管理措置 

       当法人は、その取り扱う個人情報の漏洩、滅失又はき損の防止その他の個人情報の安全管理のた 

めに、従事者の監督、委託先の監督、不正アクセス対策等の措置を講じます。 

    （５）第三者への提供 

       当法人は、受講生本人の同意がある場合または法令の定める場合を除き、個人情報を第三者に提 

供しません。ただし修了者名簿は介護保険法施行令第３条第２項代２号イの規定により北海道へ 

提出いたします。 

    （６）苦情の申し出・問い合わせ先 

       当法人が管理している個人情報の取り扱いについて苦情や問い合わせがあった場合、個人情報保 

護方針にしたがって、適切かつ迅速に対応します。 

問合せ先は法人本部０１１－８１７－２７７３とします。 

   

２０２１年１２月２９日 改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学則別紙１ 

秘密保持誓約書 

 

 私は社会福祉法人勤医協福祉会の介護職員初任者研修を受講するに当たり、下記の事項を遵守

することを誓約いたします。 

 

 

記 

 

1. 秘密保持の誓約 

貴法人の学則を遵守し、次に示される貴法人の秘密情報について、貴法人の許可なく、いか

なる方法をもってしても、開示、遺漏または受講目的以外で使用しないことを約束いたします。 

① 貴法人の事業を利用する患者、利用者等に関する情報 

② 貴法人職員に関する情報 

 

2. 受講終了後（途中退学した場合も含む）の秘密保持 

   秘密情報については、受講を終了した後においても、開示、遺漏または使用しないことを

約束いたします。 

 

3. 制裁 

   私は、本誓約書に違反して貴法人に損害を与えた場合には、貴法人は私に対し学則等に従

い、制裁処分、損害賠償請求、刑事告訴などの法的処分をとる場合もあることを十分に理解

し、本誓約書を遵守することを誓約します。 

 

 

社会福祉法人勤医協福祉会 

理事長 太田 眞智子 殿 

 

 

     年  月  日 

 

住 所                      

 

                         

 

氏 名                   印  

 

 

 

 



学則別紙２ 

介護職員初任者研修カリキュラム 

 

１ 研修科目と研修時間 

 (1) 科目及び研修時間は、次の表に掲げるとおりとする。 

科     目     名 研修時間 

１．職務の理解 ６時間 

２．介護における尊厳の保持・自立支援 ９時間 

３．介護の基本 ６時間 

４．介護・福祉サービスの理解と医療との連携 ９時間 

５．介護におけるコミュニケーション技術 ６時間 

６．老化の理解 ６時間 

７．認知症の理解 ６時間 

８．障害の理解 ３時間 

９．こころとからだのしくみと生活支援技術 ７５時間 

10．振り返り ４時間 

合         計 １３０時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学則別紙３ 

介護職員初任者研修カリキュラム(通信課程用) 

１ 職務の理解（６時間） 

○到達目標・評価の基準 

・研修に先立ち、これから介護が目指すべき、その人の生活を支える「在宅におけるケア」等の実践について、介護職

がどのような環境で、どのような形で、どのような仕事を行うのか、具体的なイメージを持って実感し、以降の研修に

実践的に取り組めるようになる。 

・介護現場におけるサービス内容を把握し、高齢者に必要な社会的サービスの在り方を概説できる。 

・利用者ニーズを把握し在宅生活を継続するための全体的なサービスを説明できる。 

項目名 時間数 講義内容及び演習の実施方法 

１多様なサービスと理解 ３時間 【講義】 

・介護職が働くサービス現場にどのようなものがあるか、ＤＶＤ（視

聴覚教材）を活用し、介護保険サービス（居宅・施設）とそれ以外（

障害者（児）サービス等）について理解する。 

【演習】 

・現任者から実際の現場で働く様子を聞き、ディスカッションをおこ

なう。 

２介護職の仕事内容や働く現場の

理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３時間 【講義】 

・研修に先立ち、これから介護が目指すべき、その人の生活を支える

「在宅ケアにおけるケア」の実践について学ぶ。また初任者研修全体

の構成と各研修科目相互の関連性の全体像をあらかじめイメージでき

、以降の研修に実践的に取り組めるように理解を深める。 

・在宅や施設で求められる特有の知識や技術は、対象となる利用者の

ニーズについて事例で示し理解を深める。 

・ＤＶＤ（視聴覚教材）を活用し、事業者がおこなうＯＪＴを通して

実践的・継続的に知識や技術を習得していくことを理解する。 

【演習】 

・現任者から実際の現場で働く様子を聞き、ディスカッションをおこ

なう。 

合計 6時間  



２ 介護における尊厳の保持・自立支援（９時間） 

○到達目標・評価の基準 

・介護職が、利用者の尊厳のある暮らしを支える専門職であることを自覚し、自立支援、介護予防という介護・福祉サ

ービスを提供するにあたっての基本的視点及びやってはいけない行動例を説明できる。 

・介護の目標や基本的介護展開について、尊厳の保持、ＱＯＬ、ノーマライゼーション、自立支援の考え方を取り入れ

概説できる。 

・虐待の定義や身体拘束、利用者の尊厳の保持や、プライバシーの配慮について基本的なポイントを列挙できる 

項目名 時間数 

 

通学 

時間数 

通信 

時間数 

講義内容及び演習の実施方法 

通信課題の概要 

１人権と尊厳を支える介護 

 

 

 

 

 

4時間 １時間 3時間 【講義】 

・介護職が利用者の尊厳あるくらしを支える専門職

であることを自覚し、高齢者の尊厳・自立支援・人

格尊重義務を理解する。 

・尊厳を支えるケアについて具体的な事例を示して

理解を深める。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・介護の目標や展開、尊厳の保持、ＱＯＬ、ノーマ

ライゼーション、自立支援の考え方についての理解

について。 

２自立に向けた介護 

 

 

 

 

 

 

5時間 １時間 4時間 【講義】 

・自立支援・介護予防について具体的な事例を示し

ながら基本的知識の習得と理解を深める。 

【演習】 

・具体的な事例を通して、介護サービスの社会的役

割、ＱＯＬやノーマライゼーションやサービス提

供に必要な自立支援についておおまかに理解し、

事例検討をおこなう。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・尊厳の保持・ＱＯＬ・ノーマライゼーション・自

立支援の考え方の理解について。 

合計 9時間 2時間 7時間  



３ 介護の基本（６時間） 

○到達目標・評価の基準 

・介護職に求められる専門性と職業倫理の必要性に気づき、職務におけるリスクとその対応策のうち重要なものを理解

している。 

・介護を必要としている人の個別性を理解し、その人の生活を支えるという視点から支援を捉える事ができる。 

・介護の目指す基本的なものは何かを概説でき、家族による介護と専門職による介護の違い、介護の専門性について列

挙できる。 

・介護職として共通基本的な役割とサービスごとの特性、医療・看護との連携の必要性について列挙できる。 

・介護職の職業倫理の重要性を理解し、介護職が利用者や家族等と関わる際の留意点について、ポイントを列挙でき

る。 

・生活支援の場で出会う典型的な事故や感染、介護における主要なリスクを列挙できる。 

・介護職におこりやすい健康被害や受けやすいストレス、またそれらに対する健康管理、ストレスマネジメントのあり

方、留意点等を列挙できる。 

項目名 時間数 

 

通学 

時間数 

通信 

時間数 

講義内容及び演習の実施方法 

通信課題の概要 

１介護職の役割、専門性と多職種

との連携 

 

 

 

 

 

 

2時間 1時間 1.時間 【講義】 

・介護環境の特徴について、訪問介護と施設介護サ

ービスの違い、地域包括ケアのしくみと視点、介護

従事者の役割について理解を深める 

・介護に関わる職種について、多職種連携、チーム

ケア、チームアプローチの必要性、福祉・保健医療

専門職の機能と役割を具体的な事例を示しながら、

ケア者としての在り方についてイメージを持つ。 

【演習】 

・事例に基づき、介護職としての専門性、他職種と

の連携について、グループワークをおこなう。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・介護職としての共通の基本的な役割とサービスご

との特性、医療看護との連携の必要性について。 

２介護職の職業倫理 

 

 

 

 

 

 

 

1時間 0.5時間 0.5時間 【講義】 

・介護職としての倫理観の必要性について倫理性が

求められる具体的な事例を示しながら理解を深める

。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・介護職の職業倫理の重要性を理解し、介護職が利

用者や家族等と関わる際の留意点について。 



３介護における安全の確保とリス

クマネジメント 

 

 

 

 

 

 

2時間 1時間 1時間 【講義】 

・生活支援の場で起こりえる事故や感染、介護にお

ける主要なリスクを理解し、介護職自身の心身の健

康管理についても理解する。実際のヒヤリハット事

例を示し、具体的なイメージが持てるように理解を

深める。 

【演習】 

・自宅内や屋外、公共施設等で想定される高齢者

や障害者の係る事故や感染の防止策についてグル

ープワークをおこなう。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・生活の場で出会う典型的な事故や感染、介護に

おける主要なりリスクについて。 

4介護職の安全 

 

 

 

 

 

 

1時間 0.5時間 0.5時間 【講義】 

・介護職の健康管理とストレスマネジメントにつ

いて理解を深める。腰痛予防、感染対策、手洗い

の基本などの資料を基に説明し理解を深める 

【演習】 

・事例や資料に基づき、確実な手洗いの演習を行

う。腰痛予防体操を行い自己管理のありかたを学

ぶ。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・介護職に起こりやすい健康障害やストレス、そ

れに対する腰痛などの健康管理ストレスマネジメ

ントについて。 

・生活の場で出会う典型的な事故について。 

合計 6時間  3時間 3時間  



４ 介護・福祉サービスの理解と医療との連携（９時間） 

○到達目標・評価の基準 

・介護保険制度や障害福祉制度を担う一員として最低限知っておくべき制度の目的、サービス利用の流れ、各専門職の

役割・責務について、その概要のポイントを列挙できる。 

・生活全体の支援のなかで介護保険制度の位置づけを理解し、各サービスや地域支援の役割について列挙でき、介護保

険制度や障害者福祉制度の理念、介護保険制度の財源構成と保険料負担の大枠について列挙できる。 

・ ケアマネジメントの意義について概説でき、代表的なサービスの種類と内容、利用の流れについて列挙できる。 

・ 高齢障害者の生活を支えるための基本的な考え方を理解し、代表的な障害者福祉サービス、権利擁護や成年後見の

制度の目的、内容について列挙できる。 

・ 医行為の考え方、一定の要件のもとに介護福祉士制度等が行う医行為などについて列挙できる。 

項目名 時間数 

 

通学 

時間数 

通信 

時 間

数 

講義内容及び演習の実施方法 

通信課題の概要 

1介護保険制度 

 

 

 

 

 

３時間 1時間 2時間 【講義】 

・介護保険制度について、そのしくみを理解する。

介護保険制度創設の背景及び目的、動向やケアマネ

ジメント、予防重視型システムへの転換、地域包括

支援センターの設置、地域包括ケアシステムの推進

について、資料を活用しながら理解する。 

・仕組みの基礎的理解、保険制度としての基本的仕

組み、介護給付と種類、予防給付、要介護認定の手

順や制度を支える財源、組織・団体の機能と役割に

ついて理解する。 

【演習】 

・グループワークにて、生活全体の支援のなかで介

護保険制度における各サービスや地域支援の役割に

ついて検討し、サービスの組み立てを考えながらグ

ループワークを行う 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・ケアマネジメントの意義について概説でき、代表

的なサービスの種類と内容、利用の流れについて。 

・生活支援全体の中で介護保険制度の位置付を理解

し、各サービスや地域支援の役割について 

・保険財源構想と保険料負担の大枠について 



２医療との連携とリハビリテーシ

ョン 

 

 

 

３時間 1時間 2時間 【講義】 

・医行為について、その考え方と業務の内容につい

て理解する。介護職の業務、医行為の考え方、介護

職が行える医行為について理解し、医療行為を行っ

ている現場の実例を示しながら、その必要性とリス

クについて理解する。 

・訪問看護をはじめ医療と介護の連携について、さ

まざまなサービスや多職種、関係機関との連携につ

いて事例を通じて理解する。 

・リハビリテーションについて、理念・過程・専門

職の役割を理解する。 

【演習】 

・看護や医療との連携において支えている利用者の

事例に伴い、連携の重要性や必要性を理解できるよ

うグループワークを行う。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・リハビリテーションの意義について概説でき急性

期、回復期、維持期などにおける位置づけについて 

３障害福祉制度およびその他制度 

 

 

 

 

３時間 １時間 2時間 【講義】 

・障害者福祉制度の理念や障害の概念、ＩＣＦにつ

いて理解を深め、そのしくみを理解する。 

・個人の権利を守る制度について、個人情報保護

法、成年後見制度、日常生活自立支援制度、虐待防

止法などについて専門的な資料を活用し理解を深め

る。 

【演習】 

・障害福祉制度を利用されている利用者の事例に基

づき、グループワークを行う。介護保険制度と障害

者支援の違いを理解し、若年障害者(児)に対するサ

ービスの在り方についてグループワークを行う。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・ＩＣＦやエンパワメントの理解と、代表的な障害

福祉サービス、権利擁護や成年後見制度の目的や内

容について。 

合計 9時間  3時間 6時間  



５ 介護におけるコミュニケーション技術（６時間） 

○到達目標・評価の基準 

・高齢者や障害者のコミュニケーション能力は一人ひとり異なることと、その違いを認識してコミュニケーションを取

ることが専門職に求められていることを認識し、初任者として最低限の取るべき（取るべきでない）行動例を理解し

ている。 

・共感、受容、傾聴的態度、気づきなど、基本的なコミュニケーション上のポイントについて列挙でき、家族が抱きや

すい心理や葛藤の存在と介護における相談援助技術の重要性を理解し、介護職としてもつべき視点を列挙できる。 

・言語、視覚、聴覚障害者とのコミュニケーション上の留意点を列挙できる。 

・記録の機能と重要性に気づき、主要なポイントを列挙できる。 

項目名 時間数 

 

通学 

時間数 

通信 

時 間

数 

講義内容及び演習の実施方法 

通信課題の概要 

１介護におけるコミュニケーショ

ン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３時間 1.5時間 1.5時間 【講義】 

・様々な現場におけるコミュニケーションの目的や

共感・受容・傾聴的態度等のポイントや言語的・非

言語的なコミュニケーションの特徴を理解する。 

・利用者やご家族とのコミュニケーションのありか

たについて事例を示し理解を深める。 

【演習】 

・様々なケース（失語症、視覚・聴力障害者、講音

障害、認知症、家族）を提示し、ロールプレイにて

コミュニケーションの取り方を模擬的におこなう。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・共感・受容・傾聴的態度、気づきなど、基本的な

コミュニケーション上のポイントについて。 

・言語、視覚、聴覚障害者とのコミュニケーション

について。 

・認知症や終末期など、それぞれ利用者の置かれて

いる状況におけるコミュニケーションについて。 



2介護におけるチームのコミュニケ

ーション 

 

 

 

 

 

３時間 1.5時間 1.5時間 【課題】 

・記録の意義や目的、情報の共有化、会議カンファ

レンスの重要性を理解し、記録の際の観察ポイント

や介護計画との整合性を学び、チームケアを意識し

た連携の必要性を理解する。 

・実際の記録を参照しながらチームケアの視点を理

解する。 

【演習】 

・チームケアの重要性と記録の必要性について、具

体的な事例を示しグループワークにて検討、意見交

換を行う。実際の事例から記録を作成しグループワ

ークで議論する。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・記録の機能と重要性に気づき、介護職に求められ

る経過記録の在り方について。 

・肯定的、否定的コミュニケーションについて。 

 

合計 ６時間 ３時間 ３時間  



６ 老化の理解（６時間） 

○到達目標・評価の基準 

・加齢・老化に伴う心身の変化や疾病について、生理的な側面から理解することの重要性に気づき、自らが継続的に学

習すべき事項を理解している。 

・加齢・老化に伴う生理的な変化や心身の変化・特徴、社会面、身体面、精神面、知的能力面などの変化に着目した心

理的特徴について列挙できる。 

・高齢者に多い疾病の種類と、その症状や特徴及び治療・生活上の留意点、及び高齢者の疾病による症状や訴えについ

て説明できる。 

項目名 時間数 

 

通学 

時間数 

通信 

時 間

数 

講義内容及び演習の実施方法 

通信課題の概要 

１老化に伴うこころとからだの変

化と日常 

 

 

 

 

 

 

３時間 1.5時間 1.5時間 【講義】 

・加齢・老化に伴う生理的な変化や疾病、社会面、

精神面、知的能力面の変化に伴う心理的特長を理解

する。 

・こころとからだの変化について観察の視点を学び

、事例を示し日常生活の影響について理解する。 

【演習】 

・グループワークにて加齢・老化に伴う生理的な変

化や身体的な変化を出し合いまとめて報告しあう。 

疑似体験セット（白内障、視野狭窄、片麻痺）を装

着し、実際に体験する。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・加齢、老化に伴う生理的な変化や心身の変化と特

徴、社会面や身体精神麺、知的能力面などの変化に

着目した心理的特徴について。 

・老化に伴う皮膚器官の変化と日常生活の影響につ

いて。 



２高齢者と健康 

 

 

 

 

 

３時間 1.5時間 1.5時間 【講義】 

・高齢者の疾病と生活上の留意点を理解し、身体的

・精神的機能の変化と日常生活への影響について理

解し、高齢化に伴う健康の在り方について事例を示

し理解を深める。 

【演習】 

・高齢者の症状では、どんなことが予想できるかを

グループワークで出し合う。 

・高齢者に多い病気を出し合い、予想される日常生

活上の留意点を話し合う。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・高齢者に多い疾病の種類と症状、特徴と治療や生

活上の留意点について 

・筋肉運動系の変化について 

・褥瘡や脳梗塞、老年期のうつ症状について 

・老化に伴う感染症について 

 

合計 ６時間 ３時間 ３時間  



７ 認知症の理解(６時間） 

○到達目標・評価の基準 

・介護において認知症を理解することの必要性に気づき、認知症の利用者を介護する時の判断の基準となる原則を理解

している。 

・認知症ケアの理念や利用者中心というケアの考え方について概説できる。 

・健康な高齢者の「物忘れ」と、認知症による記憶障害の違いについて理解でき、認知症の中核症状と行動・心理症状

（ＢＰＳＤ）の基本的特性、およびそれに影響する要因を列挙できる。 

・認知症の心理・行動のポイント、認知症の利用者への対応、コミュニケーションのとり方、および介護の原則につい

て列挙できる。 

・若年性認知症の特徴について理解し家族の気持ちや家族が受けやすいストレスについて説明できる。 

・認知症の利用者の生活環境の意義やそのあり方について、主要なキーワードを列挙できる。 

・認知症の利用者とのコミュニケーション（言語、非言語）の原則、ポイントについて理解でき、具体的な関わり方

（良い関わり方、悪い関わり方）を概説できる。 

・家族の気持ちや、家族が受けやすいストレスについて列挙できる。 

項目名 時間数 

 

通学 

時間数 

通信 

時 間

数 

講義内容及び演習の実施方法 

通信課題の概要 

1認知症を取り巻く状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間 0.5時間 0

. 5 時 間 

【講義】 

・認知症ケアの理念、利用者中心というケアの考えた

かについて理解する。医学的側面からみた認知症の基

礎と健康管理「できること」に着目しケアの視点を理

解する。 

・パーソンセンタードケアの考え方を学び、事例を示

し理解を深める。 

【演習】 

・グループワークにて、認知症に伴う心理的症状を出

し合い、その症状に対しての接し方について討議をお

こなう。また認知症ケアにおける日常生活と健康管理

の重要性について事例検討をおこなう。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・認知症ケアの理念や利用者を中心にというケアの考

え方について 



2医学的側面から見た認知症の基礎

と健康管理 

 

 

2時間 1時間 1時間 【講義】 

・認知症の概念、認知症の原因疾患とその病態、原因

疾患別ケアのポイント、健康管理について理解す

る。もの忘れとの違い、脱水・便秘・低栄養・低運

動の防止、口腔ケア、薬物療法などについて医学的

な事例に基づいて理解を深める。 

【演習】 

・生活環境の調整によって認知症に伴う行動・心理症

状（ＢＰＳＤ）が改善した事例を通して、生活環境

のあり方について討議・理解する。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・認知症の初期症状と薬物療法について 

・行動と心理、ＢＰＳＤに対する理解について 

・尊厳に配慮した日常生活の支援について 

３認知症に伴うこころとからだの

変化と日常生活 

 

 

 

 

 

 

2時間 1時間 1時間 【講義】 

・認知症の人の生活障害、心理・行動の特徴につい

て、具体的な事例を示しながら理解を深める。 

・認知症利用者への対応について、具体的な事例を示

しながら理解を深める。 

【演習】 

・認知症によりこころとからだへの変化が著しい利用

者の具体的な事例を示しグループワークにより検討

・意見交換を行う。認知症高齢者が地域の中でその

人らしく生活できるための支援が具体的にイメージ

できるようにする。 

≪添削課題出題≫ 

・認知症の心理、行動のポイント、認知症利用者への

対応、コミュニケーションの取り方など介護の原則

について。 

・若年性認知症の理解について 

・尊厳を持った介護の関わりについて 

４家族への支援 

 

 

1時間 0.5時間 0.5時間 【講義】 

・認知症の家族を持つ家族への支援について、家族の

受容過程における支援や関わり方、介護負担の軽減の

方法を理解する。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・家族の気持ちや、家族が受けやすいストレスについ

て 

合計 ６時間 ３時間 3時間  



８ 障害の理解（３時間） 

○到達目標・評価の基準 

・障害の概念とＩＣＦ、障害福祉の基本的な考え方について理解し、介護における基本的な考え方について理解してい

る。 

・障害の概念とＩＣＦについて概説でき、各障害の内容・特徴及び障害に応じた社会支援の考え方について列挙でき

る。 

・障害の受容プロセスと基本的な介護の考え方について列挙できる。 

項目名 時間数 

 

通学 

時間数 

通信 

時 間

数 

講義内容及び演習の実施方法 

通信課題の概要 

１障害の基礎的理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間 0.5時間 0.5時間 【講義】 

・障害の概念とＩＣＦ、障害福祉の基本的な考え方に

ついて理解し、介護における基本的な考え方について

理解できる。障害の医学的側面、生活障害、心理・行

動の特徴かかわり支援等の基本的知識を習得する。 

・高齢者介護と障害の特性の違いを念頭に置きながら

障害の特性の理解を深める。 

【演習】 

・模擬体験セットを使い、片麻痺や全盲・弱視、聴覚

障害を体験する。 

・身体・知的・精神障害者との関わり支援について 

予測される症状と対応例についてグループディスカッ

ションをおこなう。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・障害の概念とＩＣＦ、社会支援の考え方について 



２障害の医学的側面、生活障害、

心理・行動の特徴、かかわり支援

等の基礎的知識 

 

 

 

 

 

 

 

1時間 0.5時間 0.5時間 【講義】 

・障害について、介護における留意点と障害の受容過

程を理解する。視覚障害、聴覚・平衡機能障害、音声

・言語・咀嚼機能障害、肢体不自由、内部障害などの

事例を示し理解を深める。 

・知的障害についての定義や知的障害者への支援にお

ける事例を示し理解を深める 

・精神障害について、種類と介護における留意点を理

解し、特徴的な統合失調症、気分障害、アルコール

依存症、高次脳機能障害、発達障害などについて事

例を示し理解を深める。 

【演習】 

・模擬体験セットを使い、片麻痺や全盲・弱視、聴覚

障害を体験する。 

・身体・知的・精神障害者との関わり支援について予

測される症状と対応例についてグループディスカッシ

ョンをおこなう。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・平衡機能障害、肢体不自由、難病への理解、知的障

害、統合失調症などへの理解について。 

３家族の心理、かかわり支援の理

解 

 

 

1時間 0.5時間 0.5時間 【講義】 

・家族への支援について、障がい者（児）家族の心

理、障害受容における支援の関わり方、介護負担の

軽減の方法を理解する。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・障害の受容のプロセスと基本的な看護の考え方につ

いて 

合計 ３時間 1.5時間 1.5時間  



９ こころとからだのしくみと生活支援技術（７５時間） 

○到達目標・評価の基準 

・介護技術の根拠となる人体の構造や機能に関する知識を習得し、安全な介護サービスの提供方法等を理解し、基礎的

な一部または全介助等の介護が実施できる。 

・尊厳を保持し、その人の自立及び自律を尊重し、持てる力を発揮してもらいながらその人の在宅・地域等での生活を

支える介護技術や知識を習得する。 

・主だった状態像の高齢者の生活の様子をイメージでき、要介護度等に応じた在宅・施設等それぞれの場面における高

齢者の生活について列挙できる。 

・要介護度や健康状態の変化に沿った基本的な介護技術の原則（方法、留意点、その根拠等）について概説でき、生活

の中の介護予防、および介護予防プログラムによる機能低下の予防の考え方や方法を列挙できる。 

・利用者の身体の状況に合わせた介護、環境整備についてポイントを列挙できる。 

・人の記憶の構造や意欲等を支援と結びつけて概説できる。 

・人体の構造や機能が列挙でき、何故行動が起こるのかを概説できる。 

・家事援助の機能と基本原則について列挙できる。 

・装うことや整容の意義について概説でき、指示や根拠に基づいて部分的な介護を行うことができる。 

・体位変換と移動・移乗の意味と関連する用具・機器やさまざまな車いす、杖などの基本的使用方法を概説でき、体位

変換と移動・移乗に関するからだのしくみが理解され、指示に基づいて介助を行うことができる。 

・食事の意味と食事を取り巻く環境整備の方法が列挙でき、食事に関するからだのしくみが理解され、指示に基づいて

介助を行うことができる。 

・入浴や清潔の意味と入浴を取り巻く環境整備や入浴に関連した用具を列挙でき、入浴に関するからだのしくみが理解

され、指示に基づいて介助を行うことができる。 

・排泄の意味と排泄を取り巻く環境整備や関連した用具を列挙でき、排泄に関するからだのしくみが理解され、指示に

基づいて介助を行うことができる。 

・睡眠の意味と睡眠を取り巻く環境整備や関連した用具を列挙でき、睡眠に関するからだのしくみが理解され、指示に

基づいて介助を行うことができる。 

・ターミナルケアの考え方、対応のしかた・留意点、本人・家族への説明と了解、介護職の役割や他の職種との連携

（ボランティアを含む）について、列挙できる。 

Ⅰ
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項目名 時間数 

 

通学 

時間数 

通信 

時間数 

講義内容及び演習の実施方法 

通信課題の概要 

１介護の基本的な考え方 

 

 

 

 

3.5時間 ２時間 1.5時間 【講義】 

・主だった状態像の高齢者の様子をイメージでき、

要介護等に応じた在宅・施設等における高齢者の生

活について理解する。 

≪添削課題提出のポイント≫ 

・介護予防プログラムや機能低下予防の考え方を理

解し、ＩＣＦについて学ぶ 



２介護に関するこころのし

くみの基礎的知識 

 

 

 

3.5時間 ２時間 1.5時間 【講義】 

・学習と記憶の基礎知識、感情と意欲の基礎知識の

習得。 

・個人の生きがい、老化や障害を受け入れる適応行

動とその阻害要因、こころの持ち方が行動に与える

影響、からだの状態がこころに与える影響につい

て、事例をもとに理解を深める。 

【演習】 

・生きがいと老化や障害について、具体的な事例を

示しグループワークにて検討・意見の共有により理

解を深める。共感的理解の視点が持てるよう学ぶ。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・意欲向上や生きがいづくりに関する支援のありか

たや、価値観、人生観について 

 

３介護に関するからだのし

くみの基礎的理解 

 

 

 

3時間 ２．５時間 0.5時間 【講義】 

・からだのしくみに関する基礎知識の習得。（人体

の各部の名称と動き、骨・関節・筋に関する知識、

ボディメカニクスの活用、中枢神経系と体性神経に

関する知識、自律神経と内部器官に関する知識） 

・こころとからだを一体的に捉える、利用者の様子

の普段との違いに気づく視点について、具体的な事

例を示しながら理解を深める。 

【演習】 

・ボディメカニスについてＤＶＤでの視聴後、受講

生が実際に身体を動かしながら実習し理解する。ま

たバイタルチェックをロールプレイでおこなう。 

≪添削課題出題のポイント≫ 

・人体の構造や機能、行動について中枢神経や自律

神経について理解できるようにする。 

・介護予防プログラムの考え方や身体の基本動作に

ついて 



Ⅱ
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４生活と家事 

 

 

 

 

 

３時間 ３時間  【講義】 

・家事援助の機能・基本原則を学び多様な生活習慣

を尊重することを理解する。また予防的な対応を重

視する支援を通して利用者の自立を支援することを

理解する。 

【演習】 

・居室内をイメージした設定の中で、家事援助（調

理、掃除、洗濯、裁縫「ボタン付け」）を実際にお

こなう。 

 

 

５快適な居住環境整備と介

護 

 

 

3.5時間 3.5時間  【講義】 

・利用者の身体に合わせた環境整備のポイントを理

解する。特に家庭内で多い事故について、高齢者や

障害者の行動特性を理解し、動線に沿って事故防止

が工夫できるよう学ぶ。 

【演習】 

・住宅改修や福祉用具について資料を参照しながら

グループワークし、実際に見て利用してみる。 

 

６整容に関連したこころと

からだのしくみと自立に向

けた介護 

 

 

6.5時間 6.5時間  【講義】 

・整容の意義について具体的に理解し、衣類着脱の

介護原則を理解する。 

【演習】 

・衣類の着脱介助を実際におこなう。座位、立位・

臥位や上下衣（かぶり、前ボタン等）関節の障害や

麻痺がある場合などを想定しおこなう。身だしなみ

の整え方についてロールプレイで実践する。 

【実習】(１時間) 

指定実習施設において整容に関連した介護現場を見

学し実際の介助を体験する。 



７移動・移乗に関連したこ

ころとからだのしくみと自

立に向けた介護 

 

 

6.5時間 6.5時間  【講義】 

・利用者と介護者の双方が安全で安楽な方法を、体

位として在位・端座位・長座位の各種について理解

し、寝返りや起き上がり・麻痺のある場合の自力動

作の流れを理解する。 

【演習】 

・杖を使用しての歩行や、車イス介助をロールプレ

イで実践する。 

・実際に車いすやベッドを利用し、一連の移乗介助

と、車への移動移乗介助をロールプレイで実践する 

【実習】(１時間) 

指定実習施設において移動移乗に関連した介護現場

を見学し実際の介助を体験する。 

８食事に関連したこころと

からだのしくみと自立に向

けた介護 

 

 

6.5時間 6.5時間  【講義】 

・食事に関する基礎知識、食事環境の整備をおこな

い食事に関した弊害（低栄養・脱水・誤嚥性肺炎の

予防等）を習得し、口腔ケアや食事摂取の介助方法

を学ぶ。 

【演習】 

・実際の口腔ケア、食事介助（体位の違い、麻痺の

有無）をケースごとおこなう。また自助具や食器等

の工夫をされたものを利用し、身体状況に応じた配

慮をおこないロールプレイをする。 

【実習】(１時間) 

指定実習施設において食事に関連した介護現場を見

学し実際の介助を体験する。 

９入浴、清潔保持に関連し

たこころとからだのしくみ

と自立に向けた介護 

 

 

 

6.5時間 6.5時間  【講義】 

・入浴・清潔の意味を理解し、入浴に関するからだ

の仕組みについて理解する。また羞恥心や遠慮への

配慮を理解する。 

【演習】 

・模擬入浴、模擬シャワー浴、身体清拭、陰部洗

浄、足浴、手浴、洗髪、洗面、目、鼻腔、耳、爪の

清潔、整髪、ひげそりをロールプレイでおこなう。 

【実習】(１時間) 

指定実習施設において入浴・清潔に関連した介護現

場を見学し実際の介助を体験する。 



１０排泄に関連したこころ

とからだのしくみと自立に

向けた介護 

 

 

6.5時間 6.5時間  【講義】 

・排泄の意味、排泄に関するからだの仕組みについ

て理解し、失禁等プライバシー保護・羞恥心につい

ての配慮ができるようにする。 

【演習】 

・トイレ・ポータブルトイレ、便器・尿器、おむつ

を使用しロールプレイをおこなう。また紙おむつに

ついては、受講生に配布し、自宅へ持ち帰り臥位に

て、実際に排尿する体験をしてもらう。そのことで

おむつを使うことでの体感（臥位でおこなう場合の

残尿感や排泄後の湿潤状態）をおこない、グループ

ワークにて報告、討議する。 

【実習】(１時間) 

指定実習施設において排泄に関連した介護現場を見

学し実際の介助を体験する。 

１１睡眠に関連したこころ

とからだのしくみと自立に

向けた介護 

 

 

 

6.5時間 6.5時間  【講義】 

・睡眠に関する基礎知識、さまざまな睡眠環境と用

具の活用、快い睡眠を阻害するこころとからだの要

因を理解できる。 

【演習】 

・寝具の整え方（ベットメイキング、シーツ交換、

リネン類のたたみ方）について実際におこなう。安

楽な睡眠体制や環境をグループ討議で議論する。 

１２死にゆく人に関連した

こころとからだのしくみと

終末期介護 

 

 

 

6.5時間 6.5時間  【講義】 

・終末期におけるターミナルケアの考え方、終末期

に現れる変化を理解する。また家族に対するケアに

ついて学ぶ。 

【演習】 

・「死にゆくこと」「終末期に望んだ場所で過ごす

こと」「在宅と施設での終末期課程」「看取りの意

義・目的」「ＱＯＬ」についてグループワークをお

こなう。 

・身体へのマッサージ、エンゼルケアをロールプレ

イでおこなう。 



Ⅲ
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１３介護過程の基礎的理解 

 

 

 

6.5時間 6.5時間  

 

 

 

 

 

 

 

【講義】 

・介護過程の目的・意義・展開について基礎的な理

解をする。 

【演習】 

・事例を通してアセスメント・介護計画の 

案、援助内容の策定、モニタリングを通じで再アセ

スメントまでの過程をグループワーク 

でおこなう。 

１４総合生活支援技術演習 

 

 

 

 

6.5時間 6.5時間  

 

 

 

 

 

【演習】 

・生活の各場面での介護について、ある状態像の利

用者を想定し、一連の身体介護および生活支援を提

供する流れの理解と技術の習得、利用者の心身の状

況にあわせた介護を提供する視点の習得を目指す。

介護技術チェックリストを用い到達の評価を行う。 

○事例提供を行い、グループで必要なサービスを手

順に基づいて演習する。 

①事例－清拭・身体保清・環境整備が必要な事例 

②事例－意思疎通困難な認知症事例・共に行う家事 

③事例－車イス介助・排泄介助が必要な事例 

等の事例を提供し、演習を行う。 

             合計 75時間 71.5時間 3.5時間  



１０ 振り返り（４時間） 

○到達目標・評価の基準 

・研修全体を振り返り、本研修を通じて学んだことについて再確認を行うとともに、就業後も継続して学習・研鑽する

姿勢の形成、学習課題の認識をはかる。 

項目名 時間数 講義内容及び演習の実施方法 

１．振り返り 

 

 

 

 

３時間 【講義】 

・研修を通して学んだこと、今後継続して学ぶべきことの再確認。 

・視聴覚教材を活用して、「利用者の生活の拠点に共に居る」という 

視点に基づいて介護職の仕事内容や働く現場等について、具体的イメ 

ージを持つ。 

【演習】 

・根拠に基づく介護についての要点（利用者の状態像に応じた介護と 

介護課程、身体・心理・社会面を総合的に理解するための知識の重要 

性、チームアプローチの重要性等）について、全研修を振り返りなが 

らグループ討議を行う。グループワークにおいて共有し要点の再確認 

をする。 

 

２．就業への備えと研修修了後に

おける継続的な研修 

 

 

 

 

1時間 【講義】 

・継続的に学ぶべきこと、研修修了後における継続的な研修につい

て、具体的にイメージができるような事業所等における実例（ＯＦ

Ｆ－ＪＴ、ＯＪＴ）を紹介しながら、研修継続の必要性について理

解を深める。 

【演習】 

・就業に向けての備えを自己覚知し、グループワークにおいて総合的

に振り返りを行う。介護職として今後学ぶべき継続教育の視点をも

てるよう議論しまとめる。 

合計 ４時間  

全カリキュラム合計時間 130時間 

 

 

 


